
出前館、急増するフードデリバリーの需要に
AWS を活用したシステムのモダン化で
迅速に対応

株式会社出前館

高まる需要に対応するために
AWS への移行を決断

スマートフォンの普及や新型コロナウイル
スの影響によって、オンラインでのフード
デリバリーサービス市場は急速に拡大して
います。2000 年からサービスを展開して
いる出前館は近年の需要増に伴い、メイン
のデータベースに高い負荷がかかる課題を
かかえていました。特にごはん前や雨天の
ピーク時の負荷は危険水準に迫るものの、
IT インフラはオンプレミス環境で構築さ
れていたため、迅速かつ柔軟な対応が難し
い状況でした。
「スケーラビリティを考えると、クラウドへ
移行するべきだと考えました。以前に別
サービスを構築したノウハウがあったこと
から、AWS への移行を決定しました」と語
るのは、株式会社出前館 プロダクト開発本
部　岡田泰弘氏です。
出前館では 2019 年末からフロントエン
ドのアプリケーションを AWS に移行を開
始します。2020 年 5 月頃には、新型コロナ
ウイルス感染症に伴う緊急事態が宣言され
たことから、さらに需要が高まっていまし
た。出前館は 2021 年の春に LINE 株式会
社と資本業務提携を締結したこともあり、

LINE のエンジニアが出前館に出向し、新た
な体制でクラウド移行を進めることになり
ました。

AWS からのサポートも受けながら
段階的にクラウド移行を推進

体制が整った後は、クラウド移行プログラ
ムである AWS Migration Acceleration 
Program (MAP)やワークショップなど、
AWS からの支援を受け、クラウドへの移行
を進めていきました。
さらに、2020 年 12 月にはメインとなる
データベースの負荷解消のためにマネージ
ド型のデータベースサービスである  
Amazon Aurora の活用が始まりました。
オンプレミスのメインデータベースは  
CPU 使用率 80% に達することもありまし
たが、利用していたデータセンターでの拡
張が困難な状況にありました。そこで、負荷
の高い参照系のリクエストをオフロードす
るために、AWS Database Migration Ser-
vice を利用して Amazon Aurora にレプリ
カを用意。通信の品質を確保するために 
AWS Direct Connect も使用しました。岡田
氏は「マネージドサービスを選んだのは運
用を考えた結果です。移行後はとても安定

しています」と話します。
株式会社出前館 プロダクト開発本部 開発
管理部 部長の吉川英興氏は「メインのデー
タベースへの流量を調整するために  
Amazon API Gateway を使いました。加え
て、AWS Fargate を利用することで、ピー
ク時に動的なスケーリングをしてコストを
最適化しています。このほか、商品検索など
を素早く行うために Amazon OpenSearch 
Service も導入しています」と工夫した内
容を語ります。
Amazon Aurora に展開した PostgreSQL 
データベースは当初、オンプレミスのメイ
ンデータベースに準じたテーブル構成やク
エリで対処していため、期待通りのパ
フォーマンスを発揮できませんでした。
API 関連の開発を担当した株式会社出前館 
プロダクト開発本部 山口淳史氏は「メイン
データベースが求めるハードウェアスペッ
クが非常に高かったため、単純な移行では
パフォーマンスが発揮できなかったようで
す。AWS の支援を得てクエリのチューニン
グをしました。その結果、満足いく処理性能
を実現できました」と振り返ります。
フリーワードで店舗検索をするシステムの
改修は、株式会社出前館 プロダクト開発本
部の宇都宮諒氏が担当しました。「以前は 
MySQL の全文検索をしていましたが、パ
フォーマンスが出なかったため、Amazon 
OpenSearch Service で再構築することに
しました」（宇都宮氏）

AWS 移行によって増え続ける需要に対応
売上前年比 118% を達成

AWS への移行により、増え続ける需要に対
応するシステムを構築した出前館。本格的

な AWS 活用からおよそ 2 年が経過した 
2022 年 8 月期第 2 四半期の売上は前年
比 118.4% の 227 億円を達成、加盟店は 
2021 年 12月に 100,000店を突破してい
ます。
予測できない需要にも柔軟かつ迅速に対応
し、サービスを継続し、ビジネス機会を逃さ
ない環境を構築できました。サーバーなど
各種リソースも、インフラ構築グループが
その都度用意するのではなく、開発チーム
ごとに AWS アカウントを発行し、チーム
ごとに配備するようになりました。
山口氏は「サーバーのレスポンス向上や、宅
配ドライバーの位置が把握できるなど、
ユーザー体験が向上しました」と話します。
宇都宮氏は「検索システムを  Amazon 
OpenSearch Service に置き換えてチュー
ニングした結果、検索結果から店舗のペー
ジを参照する割合が 3 倍に増えました。こ
れまで手がつけられなかった検索の精度を
改善できたことは大きな成果だと実感して
います」と語ります。
クラウドへの移行を機にシステムをモダン
化し、キャンペーンを積極展開するなど、進
化した出前館。現在は AWS の担当チーム
と共有し、事前にアーキテクチャ最適化や
リスク回避のための検討を行っています。
今後の展望について岡田氏は最後に次のよ
うにコメントしました。
「現在はアプリケーションの改修を第一に
進めています。 AWS の新しいサービスが
次々と出ているため、AWS の新サービスで
置き換えられるものもあると思っていま
す。今後も新しい情報をチェックして改善
に役立てていきます」

日本最大級のデリバリーサービスを運営する株式会社出前館。新型コロナウイルス
による外出自粛などで生活や消費の価値観の変化が起き、フードデリバリーは日常
に溶け込んできています。さらに出前館は、2021 年よりフードデリバリーだけにとど
まらず、日用品や飲料など生活するうえで欠かせない商品を迅速に届けるクイックコ
マース（Qコマース）と呼ばれるサービスも推進しており、ユーザーニーズに合わせた
さまざまな商品をお届けしています。ところが、約 20 年間使用してきたオンプレミス
のシステムは、需要の高まりへの対応が難しく、しかも運用に大きな工数がかかって
いました。そこで、同社はアマゾン ウェブ サービス（AWS）への移行を決断。豊富なメ
ニューから手軽に注文できるアプリに加え、安定したサービスを提供するクラウドイ
ンフラストラクチャで、ビジネス機会を逃さないサービスの提供を実現するとともに、
障害対応からの解放を実現しています。

ご利用中の主なサービス
●  Amazon API Gateway
●  Amazon Aurora 
●  Amazon OpenSearch Service
●  AWS Database Migration Service
●  AWS Direct Connect 
●  AWS Fargate

ビジネスの課題
● 需要増加に耐えられないインフラ
● 古いソフトウェアアーキテクチャ
● ビジネス機会の損失
● たびたびの障害対応によるスタッフの
疲弊

AWS を選択した理由
● ノウハウの豊富さ
● スケーラビリティの確保
● 実績と信頼性

AWS 導入後の効果と今後の展開
● サービスレベルの向上
● 開発スピードの向上
● 障害対応からの解放
● ガバナンスの強化
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「従来のデータベース使用時は、 CPU 使用率が  80% に達していましたが、
AWS に処理をオフロードすることで 40% 程度までに下がっています。
その結果、アクセスが急増するキャンペーンを安心して展開できるようになり
ました」

株式会社出前館　プロダクト開発本部　開発管理部　部長　吉川 英興 氏
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